
【鳴門市行政評価】  8

◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

事務事業名 電子自治体情報化戦略推進事業
担当
部署

企画総務部　情報化推進室

平成28年度事務事業評価シート（27年度実績）

総合計画体系 根拠法令
計画など

なし
基本政策(大項目) 4 おおきく躍動　みんなで創る　まちづくり

政策(中項目) 1 全員参加でつくるまち　なると

事業
期間

開
始

24

ICTを活用した行政運営の推進

年度
　　　(小項目) 行財政運営

施策 5 効率的・効果的な行財政運営の推進 終
期基本事業 5

事業
対象

誰(何)を対象に
しているか

事務事業担当課

事業
目標

対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

鳴門市情報化計画「第4次なるとｅ－プラン」に基づき、自治体主導型の効果的、効率
的な電子自治体の構築を目指します。

事業
計画

27年度に何を計画し
ていたか

　鳴門市公式ウェブサイトをリニューアルすることで、新規機能（ふりがな、読み上げ等）を追加し
たり、イラストを多く取り入れた見やすいトップページの構築や検索性の向上を図るとともに、ス
マートフォンなどによる操作性や閲覧性を向上させる。また、新たにシティプロモーションサイトを
立ち上げ、本市の持つ、自然・文化・歴史・食・風土などの様々な魅力を広く積極的にPRしてい
く。
　引き続き、情報化投資の一元管理体制の徹底を図ることなどにより、ICTを事務改善・効率化
のツールとして有効活用できるよう、全庁的な視点による効果的なICT投資の推進に努める。

成果
目標

事業目標の達成度合

指標名 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 単位

市公式ウェブサイトリニューアル達成
率

100 %

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

27年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

鳴門市公式ウェブサイトのリニューアルについては、徳島県内の自治体をはじめ、広く活用され
ているオープンソースであるJoruri CMSを導入し、その特徴を生かすとともに、本市の魅力を広く
発信する等の目的のため、カスタマイズにより独自性のあるサイト作りを行った。また、ウェブサ
イトをきっかけに少しでも市役所に親しんでもらえるよう、「優しさ」をコンセプトに色使いや構図に
配慮したページ作りを行った。

事業実施手法

指標名 26年度実績 27年度実績 28年度目標 29年度目標 30年度目標 単位

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1 移行及び新規作成ページ数 1,955 ページ

－ %

2

－ －

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

市公式ウェブサイトリニューアル達成率 100 － －

％

今年度の進捗状況 計画どおり 事業全体の進捗状況 計画どおり

（千円）

目標達成率(実績/目標) 100.0 －

財源内訳

年　度 区分 国 県 地方債

決算額 2,484 0 0

その他特定財源 一般財源 事業費計

平成27年度

当初予算額 0 0 0 0 0 0

全体予算額 2,000 0 0 0 484 2,484

0 0 2,484

繰越額 0 0 0 0 0 0

人件費
正規職員(6,859千円/人) 臨時職員(2,071千円/人) 総人件費 総事業費

0.0 0.0 0 2,484

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他
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（千円）

◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

【事務事業名：電子自治体情報化戦略推進事業】

事業費推移

年　　度 26年度決算 27年度決算 28年度 29年度 30年度

事業費 0 2,484 - - -

うち一般財源 0 0 - - -

人件費 0 0 - - -

総事業費 0 2,484 - - -

評価項目 評価値 所見欄

①活動に対
する評価

有効性 A:有効性があった
アクセシビリティ機能の充実化やスマートフォン等のさまざ
まな媒体から手軽にウェブサイトの情報が収集できる環
境を構築することができ、有効性があったと考える。

効率性 A:効率的だった
Joruri CMSの機能を効率的に利用するとともに、効果的
なカスタマイズによる独自色を出すこともできたので、非常
に効率的であったと考える。

100 %

実績 100 %

評価 A:目標を達成できた

③総合的な評価 A
Joruri CMSの特徴を生かしつつ、本市の魅力を広く発信
する等の目的のため、カスタマイズにより独自性のあるサ
イト構築ができた。また、実績として、第４３回徳島県広報
コンクールウェブサイト部門において、特選に選ばれた。

課題

　社会保障・税番号制度において、平成２９年７月より自治体間の情報連携が開始するなど、各業務システム間の
連携がこれまで以上に重要になることから、全庁的な視点でのＩＣＴ戦略のさらなる推進を図っていく。
　近年、サイバー攻撃が急速に複雑・巧妙化している状況において、情報セキュリティ対策を抜本的に強化するよ
うにとの総務大臣通知を受け、本市においても、自治体情報システム強靭性向上事業に取り組み、よりセキュアな
システム運用環境を構築していく必要がある。
　市公式ウェブサイトについては、今後も、「優しさ」をコンセプトとした、親しみやすいサイトを展開していくとともに、
魅力あふれる鳴門を発信していくため、シティプロモーションサイトのさらなる充実化を図っていきたいと考えてい
る。

②成果に対
する評価

指標名 市公式ウェブサイトリニューアル達成率

当初に予定していたスケジュール通り、予定していたすべ
てのページの移行作業及び新規ページの作成が完了し
た。

目標

今後の方向性 1.廃止 2.要改善 3.現状維持 4.拡充 3
↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

実施内容

平成28年度

①「情報化投資事前協議書」等による情報化投資の一元管理体制の徹底を図ることなどにより、
ICTを事務改善・効率化のツールとして有効活用できるよう、全庁的な視点による効果的なICT投資
の推進に努める。
②自治体情報システム強靭性向上事業に取り組み、セキュアなシステム運用環境を構築する。
③市公式ウェブサイトのさらなる充実化を図る。
④「第４次なるとe-プラン」が計画最終年度を迎えることから、「第５次なるとe-プラン（仮称）」の策定
を行う。

平成29年度

①引き続き、全庁的な視点による効果的なＩＣＴ投資の推進に努める。
②「第５次なるとe-プラン（仮称）」に基づき、効果的・効率的な電子自治体の構築を行っていく。


